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１．概要（Summary） 

固体高分子形燃料電池用電極触媒において、触媒ナ

ノ粒子の担持体として現在カーボンが一般的に使用され

ている。しかしながら、担持体であるカーボン材料はポー

ラス構造を有しており、そのポーラス内に触媒として使用

されているPtが入り込むことによる触媒活性の損失が生じ

てしまうなどの問題点が残っている。本課題ではカーボン

基板にエッチング処理を施すことにより、均一な突起構造

を作製することを着想した。この突起構造を有するエッチ

ングカーボンを電極触媒の担持体として使用し、さらに触

媒である Pt 微粒子を選択的に突起構造の先端部分に析

出させることによって、Pt と Ptの粒子間が空間的に制御さ

れ、新奇な触媒特性が期待できる。 

本年度の課題ではカーボンのエッチング工程における

プロトコル、条件の最適化を行った。さらに電子顕微鏡を

用いて、作製した基板の外観を観察し、理想的な突起構

造を有したエッチングカーボンが得られたことを確認し

た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

多目的エッチング装置(ICP-RIE) 

 

【実験方法】 

エッチング工程については、多目的エッチング装置を

使用し、平滑なカーボン基板に酸素やアルゴンを含むエ

ッチングガスで 10 sから 180 sエッチング処理を施した。ま

た、作製した基板を走査型電子顕微鏡(Scanning Electron 

Microscope : SEM)を用いて観察を行った。 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

Figure 1. SEM images for (A) cross section and (B) 

overhead view of a carbon substrate having a protrusion 

structure obtained by etching treatment for 10 sec. 

 

Figure 1 にカーボン基板と多目的エッチング装置

(ICP-RIE)でエッチング処理を行ったエッチングカーボン

基板の断面および俯瞰から撮影した SEM 像を示す。エッ

チング処理を施す前のカーボン基板は高い平滑性を有し

ており(参照なし)、一方でエッチング処理を施した後のカ

ーボン基板では均一な突起構造が形成していることを捉

えた。また、今年度の実施によって、エッチング時間が 10

秒であった場合に最も理想的な突起構造を形成してい

た。 

今後は得られた突起構造に電極触媒である Ptをナノ粒

子状に析出させる手法を検討し、議論を展開していく予定

である。 
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